











まる 1:やし かず よし
名丸林干能
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号第 1 920 1 号
学位授与年月日 平成 17 年 3 月 25 日






















Su?ctant Monomer MiceUe Formation Functionalized Spherical Polymer 
念ここ: NaBH4 
Metal salt (n-C8H 17 )4N+Br-
+ 
Disulfide 
。 :Fun附. Functionalized Monolayel甲rot舵tedMetal Cluster 仰IPC)
Metal : Au, CU, Ag 
Figure 1 本研究の概略図
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そこで、簡便な方法で球状粒子を合成し、その表層に触媒を担持するため、 2 種類の手法を検討した。 1 つは界面








まず、本申請者は、界面活性剤のミセル形成能を利用する手法では、 1 ， 1'-bi-2-naphthol (BINOL) を導入した界
面活性剤モノマーから球状ポリマーを初めて合成した。また、ミセル法により別途合成した球状粒子に、あとから
BINOL を担持することで、高活性不斉触媒担持球状ナノ粒子の創製を達成した。ミセル法により得られた球状粒子
は、同じ原料から合成した直鎖状のポリマーと比べ、約 50 倍以上の BINOL 誘導体を担持できることを明らかにし
た。
一方、硫黄原子と金属原子の親和性を利用した手法では、球状ナノ粒子を簡便に合成し、その表層に、既存の方法
では固定化が困難であった、複数の配位子を構成要素とする不斉触媒を担持することに成功し、最高 98%の光学純度
で目的物を得ている さらに、触媒活性低下の原因が、球状粒子の凝集であることも明らかとした。以上の結果は、
新規不斉触媒担持ナノ粒子の創製として独創性、新規性の高い結果である。よって、本論文は博士(理学)の学位論
文として十分価値あるものと認める。
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